




































つ」 のではなく 「座す 」 姿が基本であった。そのため 「立つ」動作も現代とは違う受け取られ方をする。更には、不
用意な「歩く」 「走る」も同様に不作法な振る舞いという通念の社会があった。それは、女性の地位が高いほど、その傾向にあっただろう。女三の宮は内親王という尊貴な地位を持つ女性である。その女三の宮が「立つ」女性として書かれるのは何故だろうか。本論文で 『源氏物語』のほか、 『落窪物語』 『うつほ物語』 『狭衣物語』などを通して、女性が立つ場面にはどのよ な意味があるのかを考察し、女三の宮が「立つ」意味、並びにその行為が女三の宮の人物造型に与える影響 考えていきたい
二
　「ゐざる」





作中で用いられていることが確認できるのである。　『うつほ物語』 で 「ゐざる」 人物は、 いぬ宮が最も多く四例、
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次に俊蔭女が三例、女御の君・女一の宮・宰相の上が各一例ずつ。その一例として俊蔭女が「ゐざる」場面を挙げる。その場面は「楼の上の上」巻に次のようにあ 。




ら降りて室内に 「ゐざり入」 る俊蔭女の姿を正頼が見て、 いみじかりける人かな」と述べ、仲忠の姉妹に見えるほど若く見え、自分の娘である仁寿殿の女御と比べてもその美しさや雰囲気が勝っ いると続ける。俊蔭女は 『うつほ物語』に登場する女性の中でも優美 女性として描かれ、その動作にも「ゐざる」 用いられ 。
　『落窪物語』で「ゐざる」人物は、落窪の君が二例、少納言が一例である。　少納言は、元々中納言の北の方付きの女房であるが、作
中ではあこぎの他に唯一中納言邸に落窪の君への好意を明確に語っている人物である。その「ゐざる」場面は、二条邸に参上する場面、 落窪の君があこぎを通して声をかける。「少納言あさましくなりて、扇さしかくしたりつるもうちおきて、ゐざり出づる心地もたがひて、 「いかなることぞ、誰がのたまふぞ」と言へば」 （一―一八 頁）とある。少納言は、中納言の邸を たあこぎ 二条邸に居る に驚き、戸惑いながらあこぎの前に「ゐざり出」　『源氏物語』で「ゐざる」人物は、大君・玉鬘が最も多く各４例 末摘花が３例 藤壺・朧月夜・明石 君・落葉の宮・浮舟が各２例、六条御息所・花散里・紫の上・近江の君、女三の宮・雲居の雁・中の君・弁 尼が１例ずつ、女房が３例、尼君 ２例となる。 『源氏物語』の る」については 既に針本正行氏が女君の「ゐざる」から光源氏の本性について論じておられ、 「賢木」巻で「ゐざる」藤壺・六条御息所・朧月夜の三人を取り上げ
「ゐざる」女君は皇族の血脈につながるものであり、王権の祭祀権を象徴する者であった。 「ゐざり出」て、「ゐざる入」 女君を光源氏が垣間見た時、藤壺思慕
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につながる光源氏の本性の内実化がはかられ、象られていくのである。 「賢木」巻で、 「ゐざる」行為が語られる、六条御息所・藤壺・朧月夜の君たち 、禁忌を犯し、王権を侵犯す という光源氏 本性を醸成していくものであった。
（２）
と論じておられるが、 「ゐざる」女君としては、末摘花や大君のように天皇家につながる人物に対しても使われているが、明石の君・玉鬘はどうなのか。血脈ではない女房たちにもその動作に「ゐざる」 使われていることは用例から明らかである。また、確かに光源氏は藤壺との不義、朧月夜との密会により桐壷院 朱雀院両名の王権に大きな影響を与えているかもしれない。し し明確 根拠の提示もないまま「ゐざる」という一つの動作 ら 本性を「王権を侵犯する」と解釈するのはおおげさではないだろうか。 「ゐざる」は日常の動作として用いられ、それ以上の意味を読み取ること 難しいだろ　




玉鬘の 「ゐざる」 場面は、 四度書かれるが、 その一つが 「常
夏」巻、光源氏が玉鬘の住む西の対を訪れ、和琴を弾く場面












行をしている。仏の御前のためか、格子もまだ下ろさず、障子から「いざり出で」て、脇息に寄りかかっている姿の美しさが近くに控える中納言典侍の視線から語られる。女二の宮は嵯峨院皇女で、狭衣 君が横笛を吹いた折に降嫁されるはずだったが、源氏の宮に思いを寄せる狭衣の君は本意でなく、返事 返していなかった。女二の宮の母后のもとに出入りしていた大弐の乳母 妹 もと 訪れたおり、偶然女二の宮を垣間見、その「らうたげ な姿に強引





































光源氏の「たたず」む姿は、 「この世のもの」とも思えないほど美しいものと供人たちの称美の対象として書かいる。 立ち」姿は「松風」巻にもあり、大堰の明石の君と娘に会いに来 光源氏 姿を見た尼君がその「立ちたまふ姿」や容姿を「世に知らずとのみ」思うと称美しているように、男性 時として称美の対象としても描かれるのである。
　
また、穢れを避けるために男性が「立つ」場面、例えば、











あて宮・中の君・いぬ宮各２例、あやき・仲頼妻・使用人（複数） ・女一の宮・中の君・涼の姫・女の子（使用人） 各１例。 また、 使用人の男と女という形で１例。
　『落窪物語』













北の方いまして、 「ありつる袋はいとよく縫ひたり。遣戸あけたりとて、 おとどさいなむ」 とて、 引きたてて、錠ささむとすれば、 「いかで、 『あなたに侍りし箱とて』と、あこきに告げはべらむ」と言へば、たてさして、 「あの櫛の箱得むとあめり」 のたまへば、まどひ持て来て、 し入るる手に入れたれば、引き隠して立ちぬ。
 
（ 「巻之二」一一九頁）








物語』 『源氏物語』 『狭衣物語』などが成立した時代、高貴な女性たちは室内では「ゐざる」ことが基本的動作であり「立つ」ことは不作法なこととされていた。しかし、先に述べたようにその中でも「ゐざる」女性と「立つ」女性の二種類が存在する。　『うつほ物語』のなかでは「立つ」女性として特筆すべきなのが式部卿の娘・中の君である。中の君は、 「蔵開中」に登場する。兼雅により一条殿に迎え入れられていたが、俊蔭の娘と仲忠をうつほから三条殿に引き取ると、他の妻妾を顧みることなく、零落していっ が、仲忠の助言により三条殿の東角の家に引き取られた。　中の君は、俊蔭女と仲忠の繁栄の犠牲者である。兼雅が




文に気付いた中の君が返事を渡したいと思うが、きちんとした身なりの者がいないため、 諦め兼雅を柱の下に「立ち」て見送る。更に、もう一箇所女三の宮が車に乗せられ三条殿へ向かうのを中 君 見て る場面。
中の君、 「さはかくするなりけり。わがいかさまにあらむとすらむ。この文だに見せずな ぬること」と泣く泣く持ち、かく思ひ、立ちたまへり。
（ 「蔵開中」二―五五六頁）
中の君はここでも「立ちたまへり」と立ったままその様子を見ている様が書かれる。中の君 生い立ちや容姿は深く描写されておらず、その貧窮し 生活ぶりが書かれているだけであるが、兼雅 去った後の生活ぶり 見るに、兼雅以外頼りとなるものがいない だろう。そしてそれは俊蔭女も同様であった。　「蔵開上」巻、文を渡せずに立ちつくしていた中の君のもとを兼雅が訪れ、文 渡す場面「この文投げ出したまへれば」 （ 「蔵開上」二―五五七頁）とある。本来、文のや取りは女房 通して行われるものであ が、中の君は自ら文を投げ渡す。 『新編全集』頭注には「自 文を投げや中の君の行為は、たしなみに欠 てい 」とある。俊蔭女
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とあり、およそ腰までしか い短い髪と、太った体つきの醜さが書かれている。それに対し、落窪の君に対しては粗末な身な だが、髪かたり、髪のかかり具合の美 さが書かれる。そんな北の方の「立つ」場面は、落窪の君 持つ鏡箱を借りるためにやって来る場面
げに入りたれば、 「かしこき物をも、買ひてけるかな。














くばかり添ひゐて、めめしくもろともにするは、おぼろけの志にはあらじ。いといみじきわざかな。よくなりて、我次第には、かなふまじきなめり〉など思ふに物縫ひのこともおぼえず、ねたうて、 ほしばし立てれば、 「知らぬわざして まろも困じにたり。そこも寝ぶたげに思ほしためり。なほ縫ひさし 臥したまひて、北の方、例の腹立てたまへ」と言へば、 「腹立ちたまふを見るが いと苦しきな て、なほ縫ふに、あやにくがりて、灯をあふぎ消ちつ
（ 「巻之一」九六頁）
道頼がいることに気付き、 二人の会話を「立ち」聞きする。　『落窪物語』ではこのような二人の性格の違いを表すと同時に、継子虐めの加害者である北の方 動作に つという不作法な動作をする人物として貶め、被害者である落窪の君を「ゐざる」女性として比較することで、落窪の君の優れた人間性が強調されるのである。　『源氏物語』で最も多く「ゐざる」女性の一人、大君とその妹である「立つ」中の君が対照的に表現され 。椎本の巻、　薫が八の宮亡き後の宇治を訪れ、二人の姿を垣間見る場
面、部屋を移動しようと、姿を見られないた に几帳が立てられていたが 風により簾が吹き上げられ、二人 姿が
あらわになる。　
まず一人たち出でて、几帳よりさしのぞきて、この御供














「立ちて」奥へ入っていく浮舟の長い髪の様子を見て、心惹かれる様が描かれている である。 「ゐざる は、室内での移動動作として用いられる。簾近くから奥へと入っていく場合、 「立ちて」歩い くことは許容 範囲なのだろう。むしろ私が気になるのは同巻三〇八頁で同様に中将が尼君に浮舟 ことを垣間見たことが書かれていることである。 は、 「姫君の
立ち出で
たまへりつる後手を見た
まへりけるなめり」 （ 「手習」六―三〇八頁）と思 、一人心の内で浮舟と中将が結びつくのを願う。 の場面、尼君は浮舟が端近くに「立ち出で」て外 見 いた 推察する。『源氏物語』では、 先に述べたように「ゐざり出づ」と「立
ち出づ」で二人の性格の違いを表していた。同様にこの場面でも大君と浮舟の性格の違いを表すものとして「立ち出づ」が使われているのかも知れな 。　
浮舟は、 亡き大君と容姿が似通っているという。それは、
異母姉中の君が「あやしきまで昔人 御けはひに通ひたりし」 （ 「宿木」五―四五一頁）と思うほどであった。大君を失くし憔悴する薫に中の君は、 を愛 に勧める。薫また宇治で偶然浮舟を垣間見て、 「これ 見る つけて、ただそれと思ひ出でらるるに、例の 涙落ちぬ。尼君の答へうちする声けはひ、宮の御方に いとよく似たりと聞こゆ」 （ 「宿木」五―四九三頁）と涙する。 かし実際に浮舟を宇治 と連れてくると、浮舟が少々田舎じみ に対して、大君の あてになまめかしかりし」姿が思い起こされてならない。その性格も高貴な薫の姿に気後れし、 「ただいとつつましげにて、ひたみちに恥ぢた 」 （ 「東屋 五―九八頁）様子が薫には物足りなく感じられる。　
浮舟は大君と容姿は似通っていても、その身分と性格と
が大きく異なる人物として作中に登場している。 大君が 「ゐざり出で」 、浮舟が「立ち出で るという二人の違いはやはりその性格の違いを表すものとして用いられ と考えてよいだろう。　
一方で、 「立つ」と「ゐざる」動作が両方用いられてい
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きたが、その性格 違いが「立つ」 「ゐざる により表されていた。つまり、女性の動作はその女性の持つ、個性
が大きな影響力を持っているのである。そもそも女三の宮という人物はどのように描かれているのか。　
若菜上巻、朱雀院の病気も重くなるばかり、朱雀院は自
分の出家後の女三の宮 進退を心配し、婿を取 ことに決めた。しかし、朱雀院を含め女三の宮の乳母は「皇女たちは、独りおはしますこそは例のことなれど」と左中弁に述べるなど、女三の宮の臣下へ 降嫁に消極的であった。今井氏は、 「女三 宮の降嫁」においてその理由を

























































































































いみじき過ちありとも 心弱くゆるしつべき御 りさまかなと見たて つりたまふ。








































一度は、自分に降嫁されるかもしれなかった姫君である。夕霧も気になり用事に託けて六条院を訪れる。それ 聞こえてくるの 世間で名高い女三の宮の高貴さではなく、若く華やかな女房たちに囲まれ、軽はずみな態度を取る女三の宮の姿であった。垣 見た紫の上の姿と比較し、紫の上ならあんなことはしないだろうと思えば、女三 宮を軽んじる光源氏 も納得であった。　「若菜上・下」巻で、女三の宮に対する好意的な見方は、その「立ち姿」についてのみ る。これは、柏木の目ら見た女三の宮の姿であろう。女三の宮に恋心を寄せていた柏木の目には、女三 欠点 映らない。むしろ、垣間見た喜びにより、そ が一層神秘的なものとして偶像化されていく である。こ ような柏木の例を除くと、女三の宮に対する印象を人物ごとに見てきたが、全体的 見ても、 「いはけなし」 「幼し」 「何心 し」 「も 深くは見えず」 「至り少なく」 「うしろめたし」など 表現が多く使わ
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れ、容姿面でも「片なり」 「うつくし」などの表現が使われている。つまり、年齢や身分に釣り合わないほどの性格の未熟さが各所で書かれ、幼稚な内親王であることが強調されているのである。そしてその性格は大人になっても変わることがない。 息子 ある薫の目から見てもその姿は 「いと何心なく」と語られるの 。
六
　『源氏物語』女三の宮の原点
　『源氏物語』の女三の宮が当該物語内でオリジナリティのある人物として描かれていることは うまでもないがその人物造型には先蹤はないのだろうか。ここ 比較対照してみたい人物がいる。 『うつほ物語』の女一の宮　二人には共通した「立つ」場面があった。女三の宮の場































て遇しながらも、心の内では紫の上と比較しながら失望を覚え、 「ゆかり」像から脱落させた。しかし、女一の宮は、長年あ 宮に心を寄せていた仲忠 結婚生活の中で、次第に女一の宮へと心を移していき、 「身代わり」からの脱出を果している。　
では、この二人の違いは何を意味しているのだろうか。
私は二人の違いは、その養育環境の違 にあるのではないかと考えた。女一の宮の母親、仁寿殿の女御はまだ存命であり、右大臣一族 よって多くの女房 つけられ 養育れていた。しかし、 三 は、母親の死後も朱雀院に養育されていたことから、おそらく母方 親族はいな のだろう。朱雀院は多くの女房たちをつけて養育させていたのだろうが、朱雀院は れまでの反応から見て 始め 女三の宮を降嫁させるつもりはな っ のだろう。女性が身に着けるべき教養の欠如が感じられる。その点、女一 は祖父によって将来の東宮妃候補であるあて宮とともに養育され、母親もともに住んでいた。 『うつほ物語』では大宮と正頼の例を見ても、皇女 結婚は避け ていなかったのだろう。女一の宮も大宮同様に、将来 有力な貴族に降嫁するために養育された 推察でき 。　『養老律令』によると、内親王が持つ乳母の数は三人までと定められている の場合は不明だが、女三の
宮の場合は三人の乳母の存在が確認できる。左中弁の妹、小侍従の母、弁の尼である。乳母と養子というのは特別な関係であり、時には自分の 以上の存在であった 吉海直人氏は『源氏物語の乳母学― いる風景を読む』において乳母の重要性について、








を迎えることもなかった。そのため「后の宮にありける伯督の女」が貧しい生活をしていた で「つれづれの慰め」にしようと養女として迎え入れたのである。そ 時、今姫君は二〇歳、世間では堀川の大臣の娘とも噂され、容貌は「おほらかにこまかに」で、人柄は「児めかしきさま」なので、洞院の上は 長年の願いが叶ったとして喜ぶ。
　
この君は、年になりたまひにけれど、御心ばへは、
あまりおぼめきすぎて、心幼く、ものはかなげにおはしける。限りなく思ひかしづきける御目にだに、うしろめたう、心苦しきことを、明け暮れ嘆きけるに、母にも乳母にも、うち続き後れたまひて、いとど思ひやる片なうほれぼれしきに、 にはかに知らぬ所に渡りて、ありつかず、はなばなともてかしづ せたまへるありさまの、我は我ともおぼえず、…… 
（ 「巻一」一―一〇一頁）
　
しかし、 今姫君は、 洞院の上にどんなに、 「かしづか」れ、








直すはずの女房たちも共に倒れてしまう。端近くに座っていた今姫君は、狭衣に見られていることに気づき、ようやく奥へと入っていく。 その間も今姫君は立ったままである。しかし、狭衣の 今姫君 育ちならばしょうがないと一定の理解を示している。やはり問題なのは、 の母代と
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いう人物なのである。母代は、物語中三度「立ち走る」人物である。それは、入内予定の今姫君の元に宰相中将が忍び入るのを見つけた場面で、 「 「しばし。逃がしやりたまふな、人々。まづ上の御前に申さん」とて 立ち走り行く足音、おどろおどろし 」 （ 「巻三 二―六八頁）更に続けて、また「立ち走り、 た、君の臥したまへるかたはらに来て、床より引き下ろしつつ、 」 （ 「巻」 三七〇頁） 最後にもう一度、「せちに心地のおぼえて、 また、
立ち走り、 北面に行きて、 「誰
も誰も、むげにけしき知る人なくて、入り来る人あらじ。 」（ 「巻三」七二頁）このように六八～七二頁にかけて繰り返し三度 「立ち走」 る様が書かれ 。 「走る」 というのは、 「 つ」動作以上に平安時代、 醜い行為とされて 「立ち走」 り、詰問する母代に耐えられず、今姫君泣きながら髪を切り落とす。一連の出来事を聞いた堀川の大臣は笑い、洞院の大臣はそのような二人を邸へ迎え入れ入内させようとし ことが情けなく、恥ずかしくてどうし うもなかった。今姫君の一連の悲劇な母と乳母、特に乳母の不在によるもの考えられる。乳母が近くにいれば、おそらく今姫君は普通の姫君として教養を与えられ、しかるべき時にしかるべき相手との結婚もあったかもしれ 、しかし実際には乳母は亡くなり、母代の身の丈に合わない 昇志向の犠牲者となった。
　
乳母というのは養子にとって両親以上の影響力を持って
いたのである。 『源氏物語』でも光源氏は乳母の見舞いを行っているし、 現実世界でも紫式部の娘である藤原賢子は、後冷泉天皇に乳母として仕え従三位に叙せられており、その影響の強さが感じられる。女三の宮の乳母子と女三の宮の性格の関連につ ては 清水好子氏が『源氏物語の女君』に、
女三宮と、柏木の密通事件も両方の乳人子が通じ合って、恋文の取り次ぎをしている。これは女三宮方の乳人子が思慮がなくて、柏木をあまりに内親王のお側近く案内したために、男の思わざる激情を刺激し、不幸が起こったという風にことを運んで る。女三宮の乳人子がそうだから乳人の教育よろしからずということになり、女三宮の未熟さやいたらなさ も納得させてくれる。
（５）












女房たちの動作が「出でて」と書いてあるのに対し、紫の上の動作はわざわざ「立ち出で」て、と書くのは紫の上がまだ「立つ」子供であることを強調して る である。かし紫の上は光源氏に引き取られ養育される中で、少しずつ大人の女性へと変化していく。それに対 女三の宮は裳着後にその「立ち」姿が書かれている。紫の上に使われている形容詞を見るに、 三の宮と紫の上の幼少期はひどく似たものではなかっただろうか。 「いはけなし」 「幼し」言われた二人の性格、そ 庇護者、つまり光源氏 朱雀院の違いに求め のは少々行き過ぎた考え方 もしれ い。しかし、光源氏を物語の主 公とし、これまで幾度も朱雀院は光源氏の敗北者であることが繰り返される つまり、朱雀院の娘である女三の宮が光源氏に養育 た紫の上よりも優れた存在として書かれることはまずありえないのある。そしてもう一つ二人の違いは、父親 存在である。
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どちらにも確かに父親は存在している。しかし、紫式部の父親兵部卿の宮は、紫の上に対して非常に冷淡である。北の方の手前母親が亡くなっても紫の上を引き取ることなく、紫の上が光源氏に引き取られた後もほとんど交流がなかった。それに対し女三の宮と朱雀院は、何度も述べているように非常に親密であった。女三の宮 朱雀院を頼みとして生き、朱雀院はそんな をこ なく溺愛している。つまり女三 宮は朱雀院という絶対的な庇護者の下に生きてきた。そしてそれは光源氏の妻となっても変わることはない 朱雀院 東宮という二人の庇護の下、女三の宮の「いはけなさ」は今まで許容され、そして光源氏からも許容され続けるのである。朱雀院は女三の宮 幼稚で深く考えず物事を口に出す性格の欠点を補 ため、地位を与え続けるのである。絶対的な庇護者と自らに与えられ地位により女三の宮は変化を求められなかった。しかし紫の上は違う。光源氏は紫の上を二条院の主人として遇 、大切に育てていたが、決して父親ではない 藤壺の変わりとして、将来の自分の妻として、育てられる である。の上は光源氏の望むままに美しく、教養深く理想の女性して成長 た。しかし、それは紫 上の意志だった だろうか。藤壺の「紫 ゆかり」として引き取られた紫 上が光源氏の望みに反して成長すること 許されなかったので















と光源氏の心中が書かれている。 「恐ろしと思ひし事」 とは、藤壺との不義密通のことであり、柏木と女三の宮の不義密通はその「報い」と考えていることが分かる。その契機となったのは女三の宮 「立ち」姿である。柏木と女三の宮が不義密通を犯すために姿を見られなければいけないならば、何も「立ち」姿である必要はない。例えば「野分」巻で夕霧が垣間見 紫の上はきちん 座っ た。やはり、女三の宮の姿が 書かれるのには何か理由 あるはず ある。
　
　「立つ」動作が女性に対して用いられる場合、その理由は様々であった。時には「ゐざる 女性と比較し、その明るく快活な性格を表し、時には性格の醜さを際立たせる。そして、女三の宮はそ 幼い性格を表す象徴的な動作として用いられた。そしてその「いはけなし」 「幼し」 語られる性格は、周りから容認されたものであ 。生まれながら「きよらなる」な美 さを持ち、不憫 身の上であった女三の宮は、朱雀院の父性を掻き立て どんなにその性格に欠点があろうと 朱雀院は無理に矯正させようとはせず、それを補っ くれる人物を求めた。 して朱雀院自
身も女三の宮の欠点を地位により補おうとした。むしろ朱雀院にとって女三の宮の可愛らしい子どもっぽさは、女三の宮の魅力の一つだったのかもしれない。女三の宮自身が動かなくとも、朱雀院は女三 宮の為 動いてくれる。彼女はそこに存在するだけ幸せになれた である。しかし、後宮と言う保護下を離れると、六条院の中 はその幼さは仇となった。　
女三の宮はその幼さ故に「立ち」 、その姿を柏木と夕霧
に見られてしまう それは女三の宮の悲劇 始まりである。柏木と密通が光源氏に知ら 、自 は懐妊してしまう。その幼さ故に彼女は光源氏に取り繕うことも、ごまかすこともできない。彼女はただ泣くば り いつ は朱雀院が良いように計らってくれていたため、彼女が考え 行動する必要もなかった。そしてその幼さこそ、女三 宮が唯 持つ個性であったのである。 こ 個性は朱雀院 より守られ、乳母たちにより育てられた。 ちもまた朱雀院と同様、女三の宮を彼女が思うままに育てあげるのである。　
多くの女性たちが登場する『源氏物語』の中でも女三の
宮は唯一光源氏 振り回した存在であった。紫 上を始め多くの女性たちが光源氏への 慕と、他の女性たちへの嫉妬に苛まれる中、女三の宮は光源氏を終ぞ愛することがかった。いや 三の宮はその感情 ほとんど書かれる と
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のない、人形のような女性である。唯一慕ったのは父である朱雀院だけ、自分を恋死にするまで愛した柏木にも、その思いを返すことはなかった。例え主人公光源氏であっても彼女の本質を変えることはできなかった。彼女は朱雀院の鍾愛 皇女として生まれその庇護下のもとで生き続ける永遠の子ども よう 女性なのである。注（１）
 作品本文の引用、巻数及び頁数は、小学館『新編日本古典文学全集』により 私に傍線を付した。
（２）
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